
比例と反比例 No.1       組   番 氏名  教師用   

日々走り続ける全国の先生方へ、敬意を込めて。 presented by「全国先生お手伝いブログ」 

１ 復習問題（個人→一斉） 

(1) Ａさんは 9000 円の新しいゲームソフトを買うために、毎日 10 円ずつ貯金するこ

とにしました。Ａさんはゲームソフトを買うために何日間貯金を続ければよいでしょうか？ 

貯金した日数 ０日 １日 ２日 …  ９００日 

貯金額 ０円 １０円 ２０円 … ９０００円 

 

 

 

 

(2) Ｂさんは 1.5 L のコーラを買い、毎日コップ一杯ずつ（250 mL ずつ）飲むことにし

ました。コーラを飲んだ日数を 𝓧 日間、残りのコーラの量を 𝓨 mLとして、下の表の 𝓧 の

値に対応する 𝓨 の値を求めましょう。 

また、Ｂさんがコーラをすべて飲みきるまでにかかる日数も求めましょう。 

𝓧 ０ １ ２ ３ ４ … 

𝓨 １５００ １２５０ １０００ ７５０ ５００ … 

コーラをすべて飲みきるまでにかかる日数： ６ 日間 

この章では、上の問題の「貯金した日数と貯金額」や「コーラを飲んだ日数と残りのコー

ラの量」のように、ともなって変化する２つの数量の関係を調べたり、その関係を利用し

て問題を解決したりします。 

今日のめあて 

ともなって変化する２つの数量について考えてみよう。 

 

２ 用語の確認（一斉） 

・復習問題(2)の  𝓧（コーラを飲んだ日数）と  𝓨（残りのコーラの量）のように、 

いろいろな値をとる文字を  変数  という。 

※いろいろな値をとる文字には、𝓧  と  𝓨  がよく使われます！ 

・復習問題(2)の表では、𝓧  の値を１つに決めると、𝓨  の値も１つに決まる。 

このように、２つの変数  𝓧  、𝓨  があり、変数  𝓧  の値を１つに決めると、それにとも 

なって変数  𝓨  の値も１つに決まるとき、    𝓨   は   𝓧   の 関数である   という。 

 同様に、復習問題(1)の「貯金した日数」と「貯金額」をそれぞれ変数としてみると、 

「貯金した日数」を１つに決めたとき、それにともなって「貯金額」も１つに決まるので 

  「貯金額」 は 「貯金した日数」 の 関数である  といえる。 

貯金額が毎日決まった量ずつ増えていくから、結果が予測できますね！ 

※決まった量ずつ増えたり減ったりすることを、「一定の割合で変化する」といいます。 



比例と反比例 No.1       組   番 氏名  教師用   

日々走り続ける全国の先生方へ、敬意を込めて。 presented by「全国先生お手伝いブログ」 

３ 身のまわりで関数になっている２つの数量を見つけよう。（個人 or 周囲→一斉） 

問１：次の２つの数量  𝓧  と  𝓨  が関数の関係になっているか、下の表を使って調べましょう。 

１辺の長さが  𝓧  cm の正方形の面積を  𝓨  cｍ2 とすると、 

 𝓨   は  𝓧  の 関数である と （ いえる ・ いえない ）。 

𝓧 ０ １ ２ ３ ４ … 

𝓨 ０ １ ４ ９ １６ … 

 

問２：Cさんは自宅から３６km離れた目的地まで移動します。このとき、関数の関係にな

る２つの数量  𝓧  と  𝓨  を考え、問１を参考にまとめましょう。 

C さんが自宅から３６km 移動するとき、 

       移動する速さ        を    時速  𝓧  km      …数量① 

    移動するのにかかる時間     を     𝓨  時間       …数量② 

とすると、 𝓨   は  𝓧  の 関数である といえる。 

𝓧 ０ １ ２ ３ ４ … 

𝓨  ３６ １８ １２ ９ … 

 

問３：身のまわりで関数の関係になっている２つの数量を見つけ、復習問題や問１・２を

参考に変数  𝓧  、𝓨  を使って表しましょう。 

 

 

 

 

 

とすると、 𝓨   は  𝓧  の 関数である といえる。 

𝓧      … 

𝓨      … 

 

振り返り（わかったこと・わからなかったこと・考えたことなど） 

 

 

 

今日の理解度：    Ａ     Ｂ     Ｃ  （振り返りが終わったら、予習 → 問題集） 

次回の授業では、変数  𝓧  、𝓨  の値が変化する範囲について考えます。 



比例と反比例 No.1       組   番 氏名        

日々走り続ける全国の先生方へ、敬意を込めて。 presented by「全国先生お手伝いブログ」 

１ 復習問題 

(1) Ａさんは 9000 円の新しいゲームソフトを買うために、毎日 10 円ずつ貯金するこ

とにしました。Ａさんはゲームソフトを買うために何日間貯金を続ければよいでしょうか？ 

貯金した日数 ０日 １日 ２日 …     日 

貯金額 ０円 １０円 ２０円 … ９０００円 

 

 

 

 

(2) Ｂさんは 1.5 L のコーラを買い、毎日コップ一杯ずつ（250 mL ずつ）飲むことにし

ました。コーラを飲んだ日数を 𝓧 日間、残りのコーラの量を 𝓨 mLとして、下の表の 𝓧 の

値に対応する 𝓨 の値を求めましょう。 

また、Ｂさんがコーラをすべて飲みきるまでにかかる日数も求めましょう。 

𝓧 ０ １ ２ ３ ４ … 

𝓨      … 

コーラをすべて飲みきるまでにかかる日数：      日間 

この章では、上の問題の「貯金した日数と貯金額」や「コーラを飲んだ日数と残りのコー

ラの量」のように、ともなって変化する２つの数量の関係を調べたり、その関係を利用し

て問題を解決したりします。 

今日のめあて 

 

 

２ 用語の確認 

・復習問題(2)の  𝓧（コーラを飲んだ日数）と  𝓨（残りのコーラの量）のように、 

いろいろな値をとる文字を      という。 

※いろいろな値をとる文字には、𝓧  と  𝓨  がよく使われます！ 

・復習問題(2)の表では、𝓧  の値を１つに決めると、𝓨  の値も１つに決まる。 

このように、２つの変数  𝓧  、𝓨  があり、変数  𝓧  の値を１つに決めると、それにとも 

なって変数  𝓨   の値も１つに決まるとき、                  という。 

 同様に、復習問題(1)の「貯金した日数」と「貯金額」をそれぞれ変数としてみると、 

「貯金した日数」を１つに決めたとき、それにともなって「貯金額」も１つに決まるので 

        は        の           といえる。 

貯金額が毎日決まった量ずつ増えていくから、結果が予測できますね！ 

※決まった量ずつ増えたり減ったりすることを、「一定の割合で変化する」といいます。 



比例と反比例 No.1       組   番 氏名        

日々走り続ける全国の先生方へ、敬意を込めて。 presented by「全国先生お手伝いブログ」 

３ 身のまわりで関数になっている２つの数量を見つけよう。 

問１：次の２つの数量  𝓧  と  𝓨  が関数の関係になっているか、下の表を使って調べましょう。 

１辺の長さが  𝓧  cm の正方形の面積を  𝓨  cｍ2 とすると、 

 𝓨   は  𝓧  の 関数である と （ いえる ・ いえない ）。 

𝓧 ０ １ ２ ３ ４ … 

𝓨      … 

 

問２：Cさんは自宅から３６km離れた目的地まで移動します。このとき、関数の関係にな

る２つの数量  𝓧  と  𝓨  を考え、問１を参考にまとめましょう。 

C さんが自宅から３６km 移動するとき、 

                     を               …数量① 

                    を               …数量② 

とすると、 𝓨   は  𝓧  の 関数である といえる。 

𝓧      … 

𝓨      … 

 

問３：身のまわりで関数の関係になっている２つの数量を見つけ、復習問題や問１・２を

参考に変数  𝓧  、𝓨  を使って表しましょう。 

 

 

 

 

 

とすると、 𝓨   は  𝓧  の 関数である といえる。 

𝓧      … 

𝓨      … 

 

振り返り（わかったこと・わからなかったこと・考えたことなど） 

 

 

 

今日の理解度：    Ａ     Ｂ     Ｃ  （振り返りが終わったら、予習 → 問題集） 

次回の授業では、変数  𝓧  、𝓨  の値が変化する範囲について考えます。 
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